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担当：小山　西村　林田

茨木市立中央公民館プラネタリウム
〒567-0885 茨木市東中条町2－13 合同庁舎内

TEL ６２２－６２２９　FAX ６２２－６４４９

投影時間　約45分　13:30～　　　　　　　　　　
15:00～　

（土曜日は、10:30からも投影）

観覧料　 大人（高校生以上） 100円
小人（4歳以上中学生まで） 50円

休館日　 月・火曜日
日曜日以外の祝日

プラネタリウム　
笹川さん、藤井さんに聞きました。

望遠鏡と双眼鏡の使い方を教えてください。

望遠鏡で見ると、月のクレーターや土星の輪、

木星のしま模様などが見えます。見える範囲が非常に

狭いので、ファインダーと望遠鏡本体を同じ所が見え

るように合わせておくことが大切です。

双眼鏡では、星団や星雲を見ることができます。手軽

ですが手ぶれするので、何かで固定して見るとよいで　

しょう。

市民天体観望会はいつ行われますか。

昨年度は、9月と2月に市役所前グラウンドで、11

月に忍頂寺スポーツ公園で実施しました。

今年度も年間3回を予定しています。詳細が決まり

ましたら、広報『いばらき』に掲載しますのでご覧く

ださい。

春から夏によく見える星座
代表的な星座として、春には、おおぐま座、しし座、おと

め座などがあり、夏には、はくちょう座、わし座、こと座

などがよく見えます。

北斗七星はおおぐま座の一部で、季節を問わず北の空に

見えます。明るいので（2等星が6つと3等星が1つ）、初め

ての人でも簡単に見つけることができます。北極星は、北

斗七星のひしゃくの先端にある2つの星を使って、その長

さを5倍ほど先の方向へ延長すると見つかります。

星座の見つけ方
ひとつは、見つけやすい星座を頼りにして、そこから目

当ての星座を見つけることです。さそり座、はくちょう座、

カシオペヤ座、オリオン座など形がきれいな星座は見つけ

やすいので、まずこれらを探しましょう。春の大曲線、春

の大三角、夏の大三角などを覚えておくのも便利です。ま

た、星座早見盤（特定の月日・時刻における星座の位置を

見るのに用いるもの。書店で購入できます）を使うと容易

に見つけることができます。

茨木童子石像（中条図書館東側）

むかし、摂津の国水尾村に男の子が生まれた。生まれながらにして歯がはえ揃っており、生まれてすぐにヨチヨチ歩

き出した。眼光鋭く後を向いて、母の顔を見てニタッと笑った。その恐ろしさのため母はショックで亡くなった。うわ

さはすぐに広まり、みんな薄気味悪くなって、誰も相手にしなくなった。ある夜、父は茨木村の九頭神の森近くにある

髪結床屋の前に捨ててしまった。床屋の親方夫婦が拾い育てたがやがてもてあますようになり、そこで床屋の仕事を教

え込むことにした。

3年ばかり過ぎたある日、客を傷つけたことで床屋の親方にひどくしかられたことを思いうかべつつ土橋の上からし

げしげと川面を見ると、水鏡に映った自分の顔はなんと鬼の相を呈していた。童子は驚き、そのまま店には戻らず丹波

の山奥に入ってしまった。丹後に移り大江山に住む山賊の頭、酒呑童子のもとに行き、茨木童子と名乗って副将格にな

った。人々は童子らを鬼と呼んで恐れ、都は日暮れともなれば戸を閉じ街は百鬼夜行のかたちとなった。

（『わがまち茨木－民話・伝説編』より）

羅城門で渡辺綱に片腕を切り取られた茨木童子が伯母の

真柴に姿を変え、物忌みをしている綱のところに訪ねて来

て腕を取り返すという歌舞伎『茨木』（河竹黙阿弥作）の

話は、一般によく知られています。

茨木童子は、地域によってさまざまな形で言い伝えられ

ています。京都での茨木童子像は完全な悪役です。『百鬼

夜行拾遺』の羅城門の鬼茨木童子は、疾風を巻き起こす恐

ろしい鬼であり、葬り去られて当然の存在としています。

これに対して摂津では、茨木童子は必ずしも忌み嫌われる

鬼ではなく、『摂陽群談』では、心のやさしい模範的な人

間のように描かれています。捨てた親を恨まず、報恩の念

を述べ、病人を末期まで見とどけます。外面的容貌は鬼で

も、内面的心情や行為は善良な人間です。

前者の鬼は、外部からの侵入者であるとして、極悪さば

かりが誇張されています。後者の茨木童子は人間社会から

はじき出されながらも、心の内は人間的な温かさを持って

います。これは、自己中心的で、敵対者には一面的評価し

かできない社会と、自然と共生して多様な価値を認める社

会との違いではないでしょうか。

（『新修茨木市史』第10巻 別編民俗より）

茨木童子が、北摂と丹波の間にある老坂山地を東へ東へ

と移るうちに鬼になっているのを知ったというのは福井村

の昔話です。

近辺には修験の霊地があり、竜王山は今もあちこちに修

験行場の名残があります。こうした山岳修行での超自然力

を得て、呪術力で人々に接するのが修験道です。これらの

話から酒呑童子や茨木童子らの鬼は、修験者か修験者的な

ものとの説もあります。

また、各地の鬼伝説や鉱山・金属加工の跡地などから、

修験者と鉱山・金工が密接に結びついているとする説があ

ります。茨木地域に鉱山・鉱脈があったという話はありま

せんが、東奈良には青銅器鋳造集団がいました。また、福

井村は金属加工の地でした。これらにかかわる人々は、農

業を営むなどの定着した人々とは異なり、鉄を求めて各地

に移動することが多く、そのため異端者として排除され、

鬼と呼ばれるようになったとも考えられます。
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